


氏はBMIや検査値以上はなく、高血圧以外の既往歴はないので、 エネルギー過多ば情報収集とし
ての優先度はひくいため、 今回は蛋白質とその理由、 ナトリウムとその理由、 脂質とその理由が
解答されていることがポイントとなります。 記載の順不同は可です。

(2) A氏は、 腎細胞がんにて、 片腎を摘出しています。 腎細胞がんのステ ー ジは、 リンパ節転
移や遠隔転移はなく、 手術によって癌細胞を取り除くことができたケースです。 現在、 片腎で腎
機能を維持できていますが、 高血圧の既往があり、 今後も腎機能を維持していくために、 水分出
納バランスをとる生活を送る、 外傷をさけることができることや、 禁煙、 アルコ ールの過剰摂取
をさけ、 ストレスを緩和するなどの高血圧悪化を予防できることが推奨されます。 また、 今後、
がん予防に取り組んでいけることも必要です。 がん予防のためには、食生活の整え以外に、禁煙、

アルコ ールの過剰摂取をさける、適正体重の保持、適度な運動が推奨されています。A氏は、BMI
は正常範囲、 一人暮らしで父や夫としての役割はありませんが、 働き盛りの時期であり仕事との
バランスもとりながら、 腎機能維持やがん予防の生活をしていけることが求められます。 したが
って退院支援に必要な情報収集内容としては、 水分摂取状況、 運動習慣（外傷リスクはないか、
または適度な運動ができているか）、喫煙状況、休息がとれ過剰なストレスのリスクはないか、ア
ルコ ール過摂取はないかの5つの内容のうち、いずれか2つと、 その理由として①腎機能保持ま
たはがん予防の観点、②発達段階や既往歴、社会的背景の観点の両面を踏まえて解答しているこ
とがポイントとなります。
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